
2

・
契
約
の
相
手
方

　
　

奈
良
日
野
自
動
車
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

松
末 

佳
明

　
　
　
　
　
　

  

（
磯
城
郡
川
西
町
大
字
唐
院
）

・
変
更
事
項　

納
入
期
日

　
　

変
更
前　

平
成
29
年
２
月
28
日

　
　

変
更
後　

平
成
29
年
３
月
31
日

予
算
案
件

◆
専
決
処
分
承
認

平
成
28
年
度
吉
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）   　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

・
補
正
規
模　

700
万
円

・
累 

計 

額　

58
億
７
、１
７
５
万
５
千
円

・
歳　
　

入　
▽
繰
越
金
700
万
円

・
歳　
　

出　

▽
単
独
災
害
復
旧
事
業（
700
万

　

円
）＝
H
28
．12
．13
〜
14
の
豪
雨
に
よ
る
町
道

　

敷
地
内
石
積
の
崩
壊
箇
所
の
修
復

◆
平
成
28
年
度
吉
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

・
補
正
規
模　

236
万
８
千
円

・
累 

計 

額　

58
億
７
、４
１
２
万
３
千
円

・
歳　
　

入　
▽
繰
越
金
236
万
８
千
円

・
歳　
　

出　
▽
吉
野
広
域
行
政
組
合
民
生
費 

　

負
担
金（
236
万
８
千
円
）＝
吉
野
広
域
行
政

　

組
合
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
の
人
件
費

そ
の
他
の
案
件

◆
吉
野
材
の
魅
力
発
信
拠
点
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

 　

  

（
可
決
）

・
公
の
施
設
の
名
称　

　

吉
野
材
の
魅
力
発
信
拠
点
施
設

　
　
　
　
　
　

 

（
通
称
…
吉
野
杉
の
家
）

・
指
定
管
理
者　

Ｒｅ：
吉
野
と
暮
ら
す
会

　

代
表
者　

石
橋 

輝
一（
吉
野
町
橋
屋
）

・
期
間　

　

平
成
29
年
２
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

１
月
22
日
、下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
日
本

遺
産
認
定
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、文
化
庁
の
日
本
遺
産
に
吉
野
地
方
が

認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

吉
野
町
や
下
市
町
、川
上
村
な
ど
８
町
村
の
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
吉
野
地
域
日
本
遺
産
活
性
化
協

議
会
会
長
の
北
岡
町
長
が「
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、日
本
遺
産
と
は
何
か
、ま
た
吉
野
地
域
の

日
本
遺
産
の
魅
力
は
何
か
を
再
確
認
し
て
い
た

だ
き
、吉
野
地
域
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、漫
画
家
で
日
本
遺
産
審
査
委
員
の
里

中
満
智
子
さ
ん
の
講
演
や
、「
森
と
と
も
に
生
き

て
き
た
吉
野
」を
テ
ー
マ
に
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
遺
産
の
認
定
を
機
に
、吉
野
地
域
の
振

興
と
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
遺
産
認
定
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
遺
産
認
定
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
議
会
は
、１
月
30
日

招
集
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
案
件

◆
吉
野
材
の
魅
力
発
信
拠
点
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

   　

 　
  

（
可
決
）

　

吉
野
町
の
木
材
関
連
産
業
の
活
性
化
、交
流

人
口
の
拡
大
、地
域
振
興
及
び
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
る
拠
点
施
設
と
し
て
飯
貝
地
内
に
設
置

し
た
、吉
野
材
の
魅
力
発
信
拠
点
施
設（
通
称

「
吉
野
杉
の
家
」）の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
吉
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

   　

 　

  

（
可
決
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、燃
費
性

能
等
の
優
れ
た
軽
自
動
車
の
税
率
を
軽
減
す
る

特
例
措
置（
い
わ
ゆ
る「
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例（
軽
課
）」）に
つ
い
て
、平
成
29
年
度
も

引
き
続
き
適
用
す
る
た
め
条
例
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

契
約
案
件

◆（
旧
）国
栖
小
学
校
校
舎
等
解
体
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て　

   　

 　

  

（
可
決
）

・
契
約
方
法　
　
　
　
　
　
　

一
般
競
争
入
札

・
契
約
金
額　
　
　
　

４
５
、３
６
０
、０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
上
田
工
務
店

　

代
表
取
締
役　

上
田 

秀
幸（
吉
野
町
宮
滝
）

◆
財
産
の
取
得
に
関
す
る
議
決
事
項
の
一
部

変
更
に
つ
い
て　
　
　
　

   　

 　

  

（
可
決
）

・
取
得
品
目　
　
　
　
　
３
ｔ
塵
芥
車　
３
台

　

２ｔ
垂
直
ゲ
ー
ト
付
き
深
ダ
ン
プ
架
装
車　
２
台

臨

時

議

会

１
月
26
日
、福
岡
県
八
女
市
黒
木
町
の「
げ
ん

き
館
お
お
ぶ
ち
」で
、八
女
市・吉
野
町
友
好
交

流
植
樹
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
女
市
は
、後
醍
醐
天
皇
の
皇
子・懐
良
親
王

や
後
村
上
天
皇
の
皇
子・良
成
親
王
ゆ
か
り
の
地

で
、親
王
の
御
陵
墓
や
懐
良
親
王
の
補
佐
役
と

し
て
九
州
に
下
向
し
た
五
條
頼
元
を
始
祖
と
し

今
も
多
く
の
宝
物
の
残
る
五
條
家
な
ど
、歴
史

文
化
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

吉
野
町
と
八
女
市
は
、南
北
朝
時
代
か
ら
続

く
歴
史
的
つ
な
が
り
を
礎
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の

友
好
関
係
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
平

成
26
年
９
月
に
友
好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
、

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
交
流
の
証
と
し

て
、吉
野
町
の
町
花
で
あ
り
吉
野
山
の
象
徴
で
あ

る
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
記
念
植
樹
が
実
現
し
、600

年
以
上
の
時
を
経
て
、懐
良
親
王
や
良
成
親
王

が
吉
野
の
御
所
で
ご
覧
に
な
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
吉

野
山
の
桜
が
九
州・八
女
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
秋
に
は
、良
成
親
王
の
お
手
植
え
と

吉
野
と
八
女
が
友
好
交
流
植
樹

吉
野
と
八
女
が
友
好
交
流
植
樹

吉
野
と
八
女
が
友
好
交
流
植
樹左より北岡町長、八女市 三田村市長、五條元滋 氏左より北岡町長、八女市 三田村市長、五條元滋 氏左より北岡町長、八女市 三田村市長、五條元滋 氏

伝
わ
る
国
の
天
然
記
念
物「
黒
木
の
大
藤
」が
八

女
市
か
ら
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。


